
 

 

 

 

 

 

 

  ｄｅｆｃｏｕｓデータなしのＡＳＣデータを 

  ＭＴＥＸによるＡＳＣデータの解析 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０２０年１２月０９日 
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       不明な点はご質問下さい 



１．概要 

 ＭＴＥＸにＡＳＣでータが付属しているが、測定条件を見ると、微妙な条件で測定が行われている。 

    

 

 多目的試料台を用いているが、スリットが集中法になっている。 

 これでは、想像できないほどのｄｅｆｏｃｕｓが発生しているように思われます。 

 極点図のプロファイルでは、 

  

 それほど大きなｄｅｆｏｃｕｓは見られないが、同一条件のｒａｎｄｏｍ測定が必要であるが、 

 このデータをＭＴＥＸで解析し，ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでｄｅｆｃｏｕｓ補正を行ってみます。 

２．解析の流れ 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５バックグランド削除 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＳｔｅｐＣｈａｎｇｅｒ２によるステップ幅変更（２．５－＞５ｄｅｇ） 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３でＭＴＥＸ入力データ作成 

 ＭＴＥＸで解析し、再計算極点図をＥｘｐｏｒｔ 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３によるｄｅｆｏｃｕｓ補正データからＭＴＥＸ入力データ作成 

 ＭＴＥＸによる再解析 

 データ比較 

 

 



３． バックグランド削除 

 

バックグランドを削除し、規格化を行った。 

４． ステップ幅の変更 

 ＭＴＥＸのＥｘｐｏｒｔデータは５ｄｅｇが一般的のため、入力も５ｄｅｇとした 

 

 



５．ＰＦｔｏＯＤＦ３でＭＴＥＸ入力データ作成 

 ＴＸＴ２からＭＴＥＸ向けＡＳＣデータ作成 

 

 

 

 

 



６．ＭＴＥＸで解析し、再計算極点図をＥｘｐｏｒｔ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 plot(pf,'contour','projection','stereo') 

 入力極点図     再計算極点図 

  

 

 

 再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしｄｅｆｏｃｕｓ評価を行う。 

 

 

 

 

 



７．ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 大きなｄｅｆｏｃｕｓが存在する。 

   ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った極点図 

 

 



８．ＰＦｔｏＯＤＦ３によるｄｅｆｏｃｕｓ補正データからＭＴＥＸ入力データ作成 

 

 

 

 

 

 



９．ＭＴＥＸによる再解析 

 

plot(pf,'contour','projection','stereo') 

   

 

 

 

 

 

 



１０．データ比較 

ｄｅｆｏｃｕｓなし    ｄｅｆｃｏｕｓあり 

  

BCC zeta-fiber比較 

  

   

 明らかに結果は異なります。 



１１．ｄｅｆｏｃｕｓ補正後のＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行うことで、Ｒｐ％が改善されています。 

しかし、ｒａｎｄｏｍ試料による補正で更に改善される可能性があります。 


